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論文内容の要旨

(目的)

アトピー性皮膚炎患者は汗をかくとしばしば庫みを訴える場合が多い。この現象は，本症の診断的特

徴の一つである。またアトピー性皮膚炎の典型的な湿疹病変が汗のたまりやすい頚部，肘寓，膝寓など

の関節部によくみられるO 汗は本症の病因上重要なもののーっと思われる。 Sulzberger は，汗をアトピー

性皮膚炎患者に皮内注射し，尊麻疹や刺激作用を起こすことを観察した。しかし，汗とアトピー性皮膚

炎との関係は，充分理解されていなし、。今回，我々はアトピー性皮膚炎患者において自己の汗に対する

即時型アレルギーと IgE の検索を行った。

〈方法ならびに成績)

(1) 汗抗原の作成

表皮の混入が少ないとされている佐藤らの方法に従って，サウナにて500C-600Cの熱負荷を与え背

中からワセリンを通して出る汗をサランラップ密封法を用いて集めた。採取した汗をミリポアフィル

ターにて滅菌し，使用時まで -80
0

Cに保存した。汗の蛋白濃度は， O.4rng/mPで、あった。

(2) 汗皮内テスト

(方法)採取した自己の汗および1000倍ハウスダストアレルゲンをそれぞれ 2 倍系列希釈し，皮肉注

射し 15分後に判定し陽性となる最大希釈濃度を闘値とした。

(結果)汗皮肉テストでは，アトピー性皮膚炎患者45名中43名陽性で闘値は 1 倍から 256倍まで，平

均 8 -16倍希釈であった。対照群の非アトピー性疾患(事麻疹，尋常性座嬉，皮膚感染症，健常人な

ど) 22名中18名陰性であった。陽性は尊麻疹 3 名，毛嚢炎 l 名で，闘値は 2-8 倍であった。汗とハウ
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スダストの皮内テスト関値の相関係数は r=0.2246で有意な関連はなかった。

(3) 透析による汗抗原性の変化

(方法)汗を pH7.2， 0.005M の PBS による透析前後で皮肉テストし比較した。

(結果)アトピー性皮膚炎患者 7 名で施行したが，両者の関値に差はなく透析による汗抗原性への影

響はなかった。

(4) RAST法による抗汗 IgE 抗体の測定

(方法)汗を凍結乾燥，融解し 2 倍， 10倍， 50倍濃縮汗，また透析した50倍濃縮汗を CNBr活』性化ディ

スクに 3 日間カップリングさせ，シオノギRASTキットにて血清中の抗汗 IgE 抗体をこれら 4 種類

のディスクでそれぞれ測定した。

(結果)抗汗 IgE 抗体は対照群では全例検出されなかった。アトピー性皮膚炎患者でも全般に高い抗

体値はみられなかったが，汗の濃縮度を高めるとともに，また透析することによって高いRASTス

コア値が得られる傾向がみられた。アトピー性皮膚炎45名中14名がスコア0.5， 10例がスコア1.0以上

であった。汗皮内テスト関値と汗RASTスコアとの相関係数は r=0.08572で有意な関連はなかった。

(5) 抗汗 IgE 抗体の特異性

(方法) RAST法による抑制試験を施行した。患者血清に種々の濃度の汗， また交差反応をおこ

す可能性のあるダニ (Dermatophagoides faninae)，黄色ブドウ球菌 (protein A deficient W ood46 

strain) をそれぞれ加え370C， 30分インキュベートし，透析した50倍濃縮汗によるディスクで抗汗IgE 抗

体を測定した。

(結果)汗で濃縮依存性に抑制されたが，ダニや黄色ブドウ球菌では抑制されなかった。

(総括)

アトピー性皮膚炎患者の大多数において汗皮内テストが陽性であった。また，汗RAST スコア1.0

以上のものが， 45名中10名にみられた。一方対照群では，全例抗汗 IgE 抗体は検出されなかった。この

抗汗 IgE 抗体は，汗特異性を示した。これらの結果より，アトピー性皮膚炎患者における抗汗 IgE 抗体

は，決して高いとはいえないが，かなりの症例に汗による I 型アレルギーが存在し，発汗時の淳みの原

因やアトピー性皮膚炎悪化の一因になりうる可能性があると考えられるO

論文の審査結果の要旨

アトピー性皮膚炎患者は発汗時に痔みを訴えることが多い。

本研究はその点に着目し，症における汗に対する I 型アレルギーの関与を検討したものである。佐藤

等の方法で採取した汗をミリポア滅菌後皮内テストすると患者の大多数で陽性を示した。また汗RAS

T スコア1.0以上のものが45名中10名にみられた。一方対照群では全例抗 IgE 抗体は検出されなかった。

またこの抗体はダニや黄色ブドウ球菌と交又反応を示さず，汗特異的と考えられた。これらより，アト

ピー性皮膚炎患者のかなりの症例に，汗に対する I 型アレルギーが存在 L，発汗時の淳みの原因や皮膚
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の悪化に関係する可能性が考えられるo

本症病態に関して価値ある知見と思われる。
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